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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 12月 21日 (2005.12.21)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　   【 請 求 項 ３ 】 　 前 記 第 ３ の 駆 動 軸 の 駆 動 軸 線 と 第 １ の 従 動 軸 線 と の 交 点 を 第 ２ の 頂
点 と し 、 前 記 第 ２ の 頂 点 よ り 第 ２ の 駆 動 軸 の 駆 動 軸 線 及 び 第 １ の 従 動 軸 線 に そ れ ぞ れ 等 し
い 距 離 と な る よ う な 前 記 各 軸 線 上 の ２ 点 を 結 ん だ 第 ２ の 補 完 軸 線 を 設 け 、 前 記 第 ３ の 駆 動
軸 と 前 記 第 １ の 従 動 軸 に 軸 受 を 介 し て 回 転 可 能 に 支 持 さ れ た 第 ３ の 従 動 軸 の 間 に 、 前 記 第
２ の 補 完 軸 線 の 回 り を 回 転 可 能 な 第 ２ の 補 完 軸 を 設 け 、 第 ２ の 補 完 軸 は 両 端 に

一 対 の 第 ２ の 補 完 円 環 を 配 置 し 、 前 記 第 ２ の 補 完 円 環 及 び 第 ２ の 補 完 円 環 従 動 軸 上 に 周
方 向 に 90° ず つ ず ら し た ４ 個 の 軸 と を 介 し 、 前 記 第 ３ の 駆 動 軸 と 第 ２ の 補 完 軸 と を 自 在 継
手 と し て 連 結 し 、
　 　 か つ 前 記 第 １ の 従 動 軸 線 と 第 ２ の 従 動 軸 線 と の 交 点 を 第 ２ の 頂 点 と し 、 前 記 第 ２ の 頂
点 よ り 第 １ の 従 動 軸 線 と 第 ２ の 従 動 軸 線 に そ れ ぞ れ 等 し い 距 離 と な る よ う な 前 記 各 軸 線 上
の ２ 点 を 結 ん だ 第 ３ の 補 完 軸 線 を 設 け 、 前 記 第 ２ の 補 完 軸 と 前 記 第 ２ の 従 動 軸 と の 間 に 、
前 記 第 ３ の 補 完 軸 線 の 回 り を 回 転 可 能 な 第 ３ の 補 完 軸 を 設 け 、 第 ３ の 補 完 軸 は 両 端 に 一 対
の 第 ３ の 補 完 円 環 を 配 置 し 、 前 記 第 ３ の 補 完 円 環 及 び 第 ３ の 補 完 円 環 従 動 軸 上 に 周 方 向 に
90° ず つ ず ら し た ４ 個 の 軸 と を 介 し 、 前 記 第 ２ の 補 完 軸 と 前 記 第 ２ の 従 動 軸 と を 自 在 継 手
と し て 連 結 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 項 記 載 の 産 業 用 ロ ボ ッ ト の 手 首 装 置 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
  図 １ に お い て 、 図 示 し な い 産 業 用 ロ ボ ッ ト の 上 腕 内 に ほ ぼ 同 一 の 駆 動 軸 線 1 の 回 り に 配
置 し て な り 、 そ れ ぞ れ 独 立 に 回 転 可 能 に 配 置 さ れ た 管 状 の 外 か ら 順 に 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ の
駆 動 軸  10、 20、 30 を 有 す る 。 第 １ の 駆 動 軸 10に 第 １ の 手 首 部 11が 固 定 さ れ 、 第 １ の 駆 動
軸 10が 回 転 す る と き は 第 １ の 手 首 部 11は 駆 動 軸 線 1 の 回 り を 回 転 す る 。 第 ２ の 駆 動 軸 20は
第 １ の 駆 動 軸 10に 対 し 軸 受 15を 介 し て 駆 動 軸 線 1 の 回 り に 回 転 可 能 に 支 持 さ れ て い る 。 第
１ の 手 首 部 11に 軸 受 16を 介 し て 第 １ の 従 動 軸 22が 駆 動 軸 線 1 に 対 し 任 意 の 角 度 を 持 っ た 第
１ の 従 動 軸 線 2 の 回 り に 回 転 可 能 に 支 持 さ れ て い る 。 第 ２ の 駆 動 軸 20は 径 方 向 ２ 箇 所 に 軸
 20aを 固 定 し 、 各 軸  20aは 駆 動 軸 線 1 と 第 １ の 従 動 軸 線 2 と の 交 点 を 軸 心 と す る 第 １ の 円
環 25を 軸 受  20bを 介 し て 回 転 可 能 に 支 持 す る 。 第 １ の 円 環 25上 に 各 軸  20aに 対 し 周 方 向 に
90° ず つ ず ら し た ２ 個 の 軸  25aは 、 点 線 で 示 す 第 １ の 従 動 軸 22の 延 長 部  22cに 固 定 さ れ 、

軸 受 を 介 し
て



第 １ の 円 環 25上 の 軸 受  25bを 介 し て 第 １ の 円 環 25に 対 し 第 １ の 従 動 軸 22が 回 動 可 能 に 取 付
け ら れ る 。 第 ２ の 駆 動 軸 20は 第 １ の 従 動 軸 22に 対 し 、 軸  20a、 第 １ の 円 環 25、 軸  25aを 介
し て 自 在 継 手 で 連 結 さ れ る こ と に な る 。 第 １ の 従 動 軸 22の 他 端 に 第 ２ の 手 首 部 21が 固 定 さ
れ 、 第 ２ の 駆 動 軸 20が 回 転 す る と 、 第 １ の 従 動 軸 22及 び 第 ２ の 手 首 部 21が

従 動 回 転 す る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 第 ３ の 駆 動 軸 30は 第 ２ の 駆 動 軸 20に 対 し 軸 受 26を 介 し て 駆 動 軸 線 1 の 回 り に 回 転 可 能 に
支 持 さ れ て い る 。 第 ３ の 駆 動 軸 30は 径 方 向 ２ 箇 所 に 軸  30aを 固 定 し 、 各 軸  30aは 駆 動 軸 線
1 と 第 １ の 従 動 軸 線 2 と の 交 点 を 軸 心 と す る 第 ２ の 円 環 32を 軸 受  30bを 介 し て 回 転 可 能 に
支 持 す る 。 第 ２ の 円 環 32上 に 各 軸  30aに 対 し 周 方 向 に 90° ず つ ず ら し た ２ 個 の 軸  32aは 、
第 １ の 中 間 軸 33の 延 長 部  33cに 固 定 さ れ 、 第 ２ の 円 環 32上 の 軸 受  32bを 介 し て 第 ２ の 円 環
32に 対 し 第 １ の 中 間 軸 33が 回 転 可 能 に 取 付 け ら れ る 。 第 ３ の 駆 動 軸 30は は 第 １ の 中 間 軸 33
に 対 し 、 軸  30a、 第 ２ の 円 環 32、 軸  32aを 介 し て 自 在 継 手 で 連 結 さ れ る こ と に な る 。 第 １
の 中 間 軸 33は 第 １ の 従 動 軸 22内 周 と 隙 間 を も っ て 回 転 可 能 な 大 径 円 筒 部  33eと 、 大 径 円 筒
部  33eか ら 径 方 向 に ２ 箇 所 か ら 延 び る 延 長 部  33c、  33dを 有 し 、 端 部 に 軸  33a
が 固 定 さ れ て い る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
  第 １ の 従 動 軸 線 2 に 対 し 、 任 意 の 角 度 （ 一 般 に は 駆 動 軸 線 1 と 第 １ の 従 動 軸 線 2 と の な
す 角 度 に 等 し い こ と が 望 ま し い ） で 第 ２ の 従 動 軸 線 3 を 設 け 、 第 ２ の 従 動 軸 34が 第 ２ の 従
動 軸 線 3 に 対 し て 回 転 可 能 に 第 ２ の 手 首 部 21に 軸 受 27を 介 し て 軸 支 さ れ て い る 。 第 ２ の 従
動 軸 34は 径 方 向 ２ 箇 所 に 軸  34aを 固 定 し 、 各 軸  34aは 第 １ の 従 動 軸 線 2 と 第 ２ の 従 動 軸 線
3 と の 交 点 を 軸 心 と す る 第 ３ の 円 環 35を 軸 受  34bを 介 し て 回 転 可 能 に 支 持 す る 。 第 ３ の 円
環 35上 に 各 軸 31に 対 し 周 方 向 に 90° ず つ ず ら し た ２ 個 の 軸  33aは 、 第 １ の 中 間 軸 33の 他 の

に 固 定 さ れ 、 第 ３ の 円 環 35上 の 軸 受  33bを 介 し て 第 ３ の 円 環 35に 対 し 第 １ の 中
間 軸 33が 回 転 可 能 に 取 付 け ら れ る 。 第 １ の 中 間 軸 33は 第 ２ の 従 動 軸 34に 対 し 、 軸  33a、 第
３ の 円 環 35、 軸  33a、 を 介 し て 自 在 継 手 で 連 結 さ れ 、 ひ い て は 第 ３ の 駆 動 軸 30と 連 結 さ れ
、 第 ３ の 駆 動 軸 30が 回 転 す る と 、 第 ２ の 従 動 軸 34と そ れ に 固 定 さ れ た 工 具 支 持 部 31を

交 点 従 動 回 転 さ せ る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 さ ら に 、 第 ２ の 駆 動 軸 20と 第 １ の 従 動 軸 22と の 間 に 、 第 １ の 頂 点 4 よ り 駆 動 軸 線 1 及 び
従 動 軸 線 2 上 に そ れ ぞ れ 等 し い 距 離 と な る よ う な 各 軸 線 上 の ２ 点  8、 9を 結 ん だ 第 １ の 補
完 軸 線 17の 回 り に 回 転 可 能 な 円 筒 状 の 第 ２ の 補 完 軸 50を 設 け る 。 第 ２ の 補 完 軸 50は 両 端 に
径 方 向 に 各 ２ 箇 所 軸  50a、 50aを 介 し て 第 ２ の 補 完 円 環  51、 51に 回 転 可 能 に 支 持 さ れ 、 各
軸  50a、 50aか ら 周 方 向 に 90° ず つ ず ら し た ２ 個 の 軸  25a、 24aが 各 第 ２ の 補 完 円 環  51、 5
1に 固 定 さ れ 、 各 軸  25a、 24aは 軸 受  51b、 51bを 介 し て 第 ２ の 駆 動 軸 20と 第 １ の 従 動 軸 22
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第 １ の 従 動 軸 線
2 の 回 り で

延 長 部  33d

延 長 部  33d

第 ２
の 従 動 軸 線 3 の 回 り で



に そ れ ぞ れ 回 転 可 能 に 支 持 さ れ 、 ひ い て は 第 ２ の 駆 動 軸 20と 第 １ の 従 動 軸 22に そ れ ぞ れ 第
２ の 補 完 軸 50及 び 各 第 ２ の 補 完 円 環  51、 51が 回 転 可 能 に 支 持 さ れ る 。
  ま た 、 第 ３ の 従 動 軸 24と 第 ２ の の 間 に 、 第 １ と 第 ２ の 従 動 軸 線  2、 3の 交 点 を
第 ２ の 頂 点 19と し 、 第 ２ の 頂 点 19よ り 第 １ と 第 ２ の 従 動 軸 線  2、 3上 に そ れ ぞ れ 等 し い 距
離 と な る よ う な 各 軸 線 上 の ２ 点  12、 13を 結 ん だ 第 ３ の 補 完 軸 線 18の 回 り に 回 転 可 能 な 円
筒 状 の 第 ３ の 補 完 軸 60を 設 け る 。 第 ３ の 補 完 軸 60は 両 端 に 径 方 向 に 各 ２ 箇 所
を 介 し て 第 ３ の 補 完 円 環  61、 61に 回 転 可 能 に 支 持 さ れ 、 各 か ら 周 方 向 に 9
0° ず つ ず ら し た ２ 個 の 軸  24a、 34aが 各 第 ３ の 補 完 円 環  61、 61に 固 定 さ れ 、 各 軸  24a、 3
4aは 軸 受  61b、 61bを 介 し て 第 ３ の 従 動 軸 24と に そ れ ぞ れ 回 転 可 能 に 支 持
さ れ 、 ひ い て は 第 ３ の 従 動 軸 24と に そ れ ぞ れ 第 ３ の 補 完 軸 60及 び 各 第 ３ の
補 完 円 環  61、 61が 回 転 可 能 に 支 持 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 符 号 の 説 明
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
  　 　 【 符 号 の 説 明 】
　 　 　 　 1 　 駆 動 軸 線 　 　 　 　 2 　 第 １ の 従 動 軸 線 　 　 3 　 第 ２ の 従 動 軸 線
        4   第 １ の 頂 点       7 　 第 １ の 補 完 軸 線
　 　 　 　 10  　 　 11　 第 １ の 手 首 部
        15,16,20b,24b,25b,30b,32b,34b,40b,41b,50b,51b,60b,61b 軸 受
        20a,24a,25a,30a,32a,34a,40a,41a,50a,51a,60a,61a   軸
　 　 　 　 17  第 ２ の 補 完 軸 線 　 18　 第 ２ の 補 完 軸 線   　  19 第 ２ の 頂 点
　 　 　 　 20　 　 　 21　 第 ２ の 手 首 部
  　     22,23 　 第 １ の 従 動 軸
        24  第 ３ の 従 動 軸
        25  第 １ の 円 環
        28  第 ２ の 中 間 軸
        29  第 ４ の 円 環
　 　 　 　 30　 　 　 31　 工 具 支 持 部
        32  第 ２ の 円 環
　 　 　 　 33  第 １ の 中 間 軸
        34  第 ２ の 従 動 軸
        40  第 １ の 補 完 軸 　 　 41　 第 １ の 補 完 円 環
        50  第 ２ の 補 完 軸 　 　 51　 第 ２ の 補 完 円 環
        60  第 ３ の 補 完 軸 　 　 61　 第 ３ の 補 完 円 環
　 　 　 　 65　 保 護 カ バ ー 　 　 　 66、 67 ジ ャ バ ラ
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 図 ３ 】 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
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